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暦の上ではすっかり春ですが、まだまだ寒い日もあり、暖かい春が待ち遠しい今日この頃です。年長さんは

いよいよ保育園最後の 1 カ月となりました。他のクラスの子どもたちも進級に向けて期待が持てるように思い

出に残るような活動を行っていきたいと思います。 

さて、今回は、保育園で生き物を飼うことのねらいについて取り上げて 

みたいと思います。 

 

身近な生き物を飼ってみる 

 子どもたちは、ダンゴムシやアリ等の小さな生き物でも興味津々です。 

中には苦手な子どももいますが、生き物に触れることは子どもたちの成長に良い影響を与えます。 

昨年の秋、園内にあるくちなしの葉をアオムシが食べていたのを発見！季節柄、アゲハ蝶ではないこと

はわかりましたが、何の虫か調べてみると「オオスカシバ」という蛾の仲間でした。毒もなく害もない虫

だと知り、子どもたちと飼ってみることにしました。オオスカシバは、アオムシからサナギになるとき

は、土の中にもぐりふ化するとのことで、土と同じような環境を飼育箱の中にペーパータオルをくちゃ

くちゃに敷き詰め再現しました。ある日の朝、登園してきた子どもたちがふ化したオオスカシバの姿を

見てビックリ！見たこともない姿の虫が箱の中をすごい速さで飛び回っていました。そして、オオスカ

シバとお別れの日。成虫を大空へ放して、羽ばたく様子も観察することが出来ました。 

 この途中では、餌や水をあげたり、死んでしまった幼虫もいたり、ふ化できなかったサナギもありまし

た。このオオスカシバを育てる一連の活動の中で、子どもたちは命の大切さや生き物の不思議等、様々な

ことを感じたり、学んだりしたことでしょう。 

 

保育園で生き物を飼うことのねらいとは？ 

私たち保育者は、子どもたちに優しい気持ちや思いやりの心を育てたいと考えています。しかしなが

ら、優しさや思いやりを育てるということは、難しいことでもあります。実際に身近な生き物と触れ合う

ことで、命の尊さや大切さを知り、優しさや思いやりを持てるようになれたらいいなと考えます。 

厚生労働省が示す『保育所保育指針』の中に、「幼児教育を行う施設として共有すべき事項」のひとつ

に、「自然との関わり・生命の尊重」という項目があります。そこには「自然に触れて感動する体験」で、

「生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとしていたわり、大切に

する気持ち」を持って生き物と関わるようになることを、ねらいとして掲げています。子どもたちと生き

物の触れ合いの機会をつくるために、保育園で生き物を飼育することが、国のレベルで奨励されている

と言ってもいいでしょう。保育園で生き物を飼うねらいとは、命の大切さを知る。生き物への接し

方を知る。様々な種類の生き物が存在することを知る。生き物をお世話するという責任感を

持つ。生き物（相手）の気持ちになって考えることを学ぶ等になります。保育園で生き物を

飼うことは、幼児期の育ちの中で重要な活動の一つなのですね。  

 



 様々な生き物が、お互いに関係しあい生きていることを「生物多様性」といいます。生物多様性は「生

態系の多様性」「種の多様性」「遺伝子の多様性」と 3 つに分けられ、近年、世界規模でこの「生物多様

性」が重要視されています。 
 
「生態系の多様性」 

私たちの身近には、動物や昆虫、植物、微生物などさまざまな生き物がいます。すべてが直接的に、間

接的に関係し生きていることを「生態系」といいます。生態系の多様性とは、森林・里山・河川・湿原・

干潟など、その場所ごとにさまざまな生態系がつくられることです。 

 

「種の多様性」 

生き物の種類のことを「種」といいます。生き物の種類は分かっているだけでも、 

世界に約 175 万種の生き物が存在しているそうです。種の多様性とは、動物・植物・ 

微生物などそれぞれの種類が生息していることをいいます。 

 

「遺伝子の多様性」 

同じ生き物の同じ種においても、異なる遺伝子を持ちます。遺伝子の多様性とは、同じ種でも異なる遺

伝子を持つことで、形・模様・生態などにさまざまな個性が表れます。人間も同じ父親と母親から子ども

が生まれますが、その子どもによって個性はさまざまです。 
 
実は、生物多様性と私たちの暮らしとは、とても深いつながりがあります。私たち人間も多種多様な

人々が暮らしているわけですが、そんな多様性を子どもの時から生き物を通して学んでいってほしいな

と思っています。 

 
本物の動物を見ることで学べること 

 さて、話は変わりますが、当園の重要な活動の一つに、空き箱製作活動があります。生き物、とりわけ

動物を作る子は多いですね。数年前のぞう組さんの出来事ですが、いつものように空き箱で動物をつく

っていた〇○くん。なんだかヘンテコなところに足が出ていました。聞いてみると、本物の動物を見たこ

とがないとのこと。図鑑だけでは動物の体の構造や動きがわかりません。ということで、千葉市動物公園

の遠足を企画し、皆で動物を見に行く事にしました。「きりんって、首が長いんだね」「ぞう、大きいね。

やさしい目をしてるね」「ハシビロコウってぜんぜん動かないね」等、実際に自分の目で見た感想を語り

ながら動物を見て回りました。その後、園では空き箱で動物を作った子どもたちの多くが、詳細なところ

まで観察していたことがわかる作品となりました。そして、子どもたちの大作を保護者の方にも見てい

ただきました。これをきっかけに、ありんこ親子保育園の作品展が始まり、今に続く活動となっていま

す。本物の動物を見て学び、創作することを通して、子どもたちは好奇心や探求心、洞察力や想像力等が

育ち、担任や友だちとの対話を通じてコミュニケーション力も育っていきます。 

 

生き物を通して、学べることがたくさんありますね。今後も生き物と触れ合う機会をつくっていけたら

と思っています。 一年間、園長だよりをお読みいただき、ありがとうございました！ 


